
国土強靱化地域計画ガイドライン 改定のポイント

●国土強靱化地域計画に関する２つのガイドラインを統合。

●国土強靱化推進会議の議論や第１次国土強靱化実施中期計画の内容等を踏まえ、記載、事例を充実。

ガイドラインの統合

記載、事例の充実

・ 「策定・改定ガイドライン」と「内容充実ガイドライン」を統合し、下記３部構成に再編。

➢ 基本編：計画の策定方法等を網羅的に記載

 （主に旧・策定・改定ガイドライン（第２版）の内容）

➢ 内容充実編：策定済の地域計画を継続的に見直し、内容を充実させるための効率的な手法を記載

（主に旧・内容充実ガイドラインの内容）

➢ 事例編・資料編 ：優良な計画・施策等の事例を紹介

（２つのガイドラインに掲載されていた事例・資料に加え、改定事例等を追加）

・ 計画の内容充実を図っていく際は「内容充実編」を見つつ、適宜「事例編・資料編」を見れば足りるように整理。

・ 国土強靱化推進会議の議論や、第１次国土強靱化実施中期計画の内容等を踏まえ、

国土強靱化と地方創生との連携、総合計画やまちづくり計画との連携、条件不利地域における対策 等

について、計画の策定・改定の進め方に係る記載や、参考となる先進事例を追加。

・ コミュニティの強靱化（コミュニティ・レジリエンス）の取組等について記載、先進事例を追加。

・ 地域計画のフォローアップ調査に基づき各種データの更新をするとともに、

最近発生した災害や法改正等を踏まえた内容の追記や時点更新を実施。
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